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　このお知らせは、協議会における協議内容や二校の交流活動等の状況について、
保護者や地域の皆さまにお知らせするため発行しています。（市ホームページで
もご覧いただけます。）

新たな制服・ジャージ等の導入予定は、平成３２年度から

①　現行の両校の制服に大きな差異がなく、そのまま平成32年度に統合し
　ても、生徒間で大きな混乱は起きないことが予測される。
②　統合以前の両校で違う制服･ジャージの生徒がいることによる混乱が
　予測される。（市の各種行事等）
③　統合までそれぞれの学校の一員として、誇りを持って欲しいとの願い
　がある。
④　平成30年度導入では、統合した際に二校の校名･校章が混在してしまう
　こと、また、統合後の校名･校章を開校前に使用することはできないこと
　から、いずれの校名･校章も入れることができない。
⑤　平成30年度導入では、時間的制限が多いことから時間をかけて丁寧な
　選定作業を行うことが望ましい。

　大貫･佐貫中学校の再配置に際して、新たな制服･ジャージ等の採用が見込まれ
ます。その採用時期を、それぞれ平成30年度入学生からとするか、平成32年
度入学生からとするかの参考調査を７月に大貫･佐貫･吉野小学校５･６年生の保
護者を対象に、実施させていただきました。
　調査の結果、平成30年度からの導入を望む保護者は半数でした。また、平成
30年度、平成32年度導入の双方の保護者から経済的負担を危惧する意見が多
く見られました。
　この結果をもとに、市教育委員会では、改めて協議検討を行い、急な出費に
よる保護者の経済的負担増に配慮し、学校教職員部会へ新たな制服･ジャージ等
の採用時期を平成32年度の統合校の入学生から採用が適当であるとの提案をさ
せていただきました。
　これを受け、学校教職員部会（PTA本部役員との協議を含む）で協議検討を
進めていただいた結果、下記理由も含め新たな制服･ジャージ等の採用時期は、
平成３２年度の統合校の入学生からとの判断となりました。また、同時に統合
後の平成32年度以降も、当分の間、両校の旧ジャージを使用可とすることで、
より経済的負担の軽減を図っていくことが確認されています。
　今後は、２年間をかけ学校教職員部会において、新たな制服･ジャージ等の方
向性について検討を行っていきます。
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